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研究成果の概要（和文）： 
国文学研究資料館が所蔵する和古書約一四五〇〇点、和刻本漢籍六〇〇点について、古典籍に

ついて新しく考案した「日本古典籍分類表」における分類語を付与し、その結果を検索機能シ

ステムと連動させた。これによって、国文学研究資料館のデータベースである「所蔵和古書目

録」における分類（種別）を、より体系的で正確なものにすることができた。また、分類によ

る検索機能を活用することによって、古典籍を多角的に検索することが可能になった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Throuth this study, we have applied the keywords of the classification, which are based on 
the new classified table of the old Japanese books. And then the results, gained by the 
application of the keyword, could have been connected with a system of the function for the 
search. Consequently we could make the classification in the database of National 
Insutitute of Japanese Literature 'Shozo Wakosho mokuroku' more systematic and 
accurate. In addition, acording to the practical use of this function for the search, it would 
be become possible to carry out a multiple search of the old Japanese books.  
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１．研究開始当初の背景 
（１）国文学研究資料館の「日本古典籍総合

目録」データベースが基づく『国書総目録』

は、既成の目録からの採録という方針のもと、

分類情報も個々バラバラな傾向があり、統一

性を欠いていた。 
（２）そのため、「日本古典籍総合目録」

データベースの一部を成す「所蔵和古書目

録」データベース（館蔵和古書のデータベ

ース）の分類情報においても同様の状況が

認められる。 
（３）そうした分類をめぐる状況を克服す

るために、本研究の前段を成す研究で、新

しく分類シソーラス「日本古典籍分類表」

を考案し、本研究でその実践的な展開とし

て、館蔵和古書への適用を計画した。 
 
 
２．研究の目的 
（１）「日本古典籍目録」データベースの

一部を成す「所蔵和古書」データベースに

おける分類を体系的かつ正確なものにす

る。 
（２）「所蔵和古書」データベースにおけ

る、分類語からの検索機能を充実させる。 
（３）日本古典籍の一領域としての、和刻

本漢籍の組み入れによる「日本古典籍総合

目録」データベースの対象の拡充。 
（４）書籍以外の形態を取る資料の組み入

れによる、「日本古典籍総合目録」データ

ベースの対象の拡充。 
 
 
３．研究の方法 
（１）新たに考案した「日本古典籍分類表」

における分類語の、館蔵和古書への適用。 
（２）「所蔵和古書目録」データベースに

適用した「日本古典籍分類表」の分類語と

連動した検索機能システムの構築。 
（３）従来の日本古典籍という概念から外

れる、館蔵の和刻本漢籍についての四部分

類の見直しと、日本古典籍の一領域として

の新たな分類の適用。 
（４）書籍以外の形態を取る懐紙、短冊、軸

物、一枚物などについての、日本古典籍の領

域としての新たな分類の適用。 
（５）海外の研究組織への研究参加、また

国内外の日本古典籍の所蔵機関の資料調

査。 
 
 
４．研究成果 
（１）新たに考案した「日本古典籍分類表」

における分類語の、館蔵和古書約一四五〇

〇点への適用作業を完了した。 
（２）「所蔵和古書目録」データベースに

適用した「日本古典籍分類表」の分類語と

連動した検索機能システムを構築した。ま

た、研究会を開催して、検索結果の分析を

行った。 
 これによって、シソーラスに基づいた各

分類の階層ごとに、館蔵和古書の蔵書傾向

の分析を行うことが可能となった。たとえ

ば、和歌の家集であれば、その分類は「文

学／韻文／和歌／家集」となるが、これら

すべての階層からの検索が可能である。そ

れぞれの点数が全体に占める割合ととも

に示せば、 
 文学 四六六六点（全体の３２％） 
 和歌  三三七五点（全体の２３％） 
 家集  六一五点（全体の４％） 
ということになる。ちなみに「物語」は七

九一点であり、それと比較すると、和歌の

占める割合が突出していることがわかる。

換言すれば、館蔵の原本コレクションは、

和歌の領域においてもっとも充実してい

るといえる。 
 また、もっとも下位の分類語、和歌でい

えば歌合・歌会、歌論・作法、私撰集、勅

撰集、その他の分類語毎に、かなり正確な

検索が可能となった。個々の例を一、二点

例を示せば、足代弘訓詠『海士のさへつり』

は、従来の『国書総目録』に基づいた分類

（種別）では単に「歌集」であったが、新

分類では、階層的に「文学／韻文／和歌／

家集」と表示される。これによって、『海

士のさへつり』は家集すなわち個人の歌集

という、より限定的な把握が可能になった。 
 また、斎藤秋圃画『葵氏艶譜』は、従来

の分類は「風俗」という曖昧な種分けであ

ったが、新分類では、「芸術／書画／絵画

／絵本」と表示され、「絵本」という、一

定のジャンルでの把握が確立された。 
（３）従来の日本古典籍という概念から外

れる、館蔵の和刻本漢籍六〇〇点について、

四部分類を見直し、日本古典籍の一領域と



 
 
 

しての新たな和刻本漢籍分類の元に、整理

し直した。また、館蔵和古書と同様、検索

システムと連動させた。 
 館蔵の和刻本漢籍は、規模が小さいので、

現段階では成果は限定的である。しかし、

今後、この作業を推し進めて行けば、漢籍

を含めた日本の書籍文化の全体像につい

て、はじめて一元的に把握することが可能

となってくる。その点で、和刻本漢籍の分

類の見直しは、きわめて大きな意義を持つ

試みであると考えられる。 
（４）同じく、書籍以外の形態を取る資料

について、館蔵の軸物を中心とする北野克

旧蔵書画コレクション約三〇〇点につい

て整理、分類を試みた。 
（５）EAJRS（欧州日本資料専門家会議）

の年次会に参加し、日本古典籍の新分類「日

本古典籍分類表」について発表し、意見の交

換をした。 
（６）旧来、分類の必ずしも確立していな

い絵本の領域について、ボストン美術館、

パリ国立図書館など、国内外の所蔵機関で

調査を実施し、その考察結果を論文化した。 
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